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去る5月24日(木)､自治会

より平成十三年度のまちづくり推進会議の新役員の委嘱を受けたメンバーが集落センターにおいて､新年度の基本方針や換討課題について話合いを行いました｡

また､この役員会を受けて､5

月27日(日)　に､まちづ-り推進会議の役員及び部員の全員参加で､全体会議を行い､各部会の活動方針等の発表と意思決定を行いましたo

各部会の基本方針は次のとおり
ですが､水保町の活性化､あるいは'新たな時代への変化に対応するためには､町民全員の参加が不可欠ですので'皆様のご協力とご支援､また各部会へのアドバイスをよろし-お願いします｡

11静感⑳覚轟e-

新シリーズr野洲川｣⑨

各部会の基泰方針【生活環境部会】
快適な日常生活を送るため､み

んなで創意工夫をし町内の環境整備をしよう｡▼ゴミ問題▼水資源の有効利用▼花いっぱい運動の充実【生涯学習部会】
流れゆ-世相の中で'老若男女

みんなで広く深く勉強しよう▼青少年問題▼人権問題▼憩いの館(仮称)の開放と利用【健康福祉部会】

福祉の原点は『愛』であるとい
う水保まちづくりの心でありたい▼水保サロンの継続等ュ0月⊥日)▼町民の健康管理について▼地域介護のあり方【広報部会】

水保通信rコスモス』を通じた
情報交換とパソコンの活用▼コスモスの発行と充実▼｢遠野の窓｣への協力【産業部会】

食料自給率の引上げを望む農政
の基｡水保営農の方向性▼組織の見直じ▼事務員の雇用▼コストの軽減

【野洲川改修】=新しい野洲川の通水=

昭和46年に始まった新しい野
洲川の工事も､8年の歳月と約200億円の費用をかけて'昭和54年6月2日'盛大に野洲川放水路の通水式が行われ'多-の人々が見守る中､新しい川に切り替えられて水が流れ始めました｡

この通水式に参加した地元の人
たちの中には'｢我々の先祖は災害の度に苦労をしてきたけれど･d　これで台風がきてもま-ら

-を高くして廃られる｣と感激に涙

ぐむ人もありました｡

新しい川は､低水と高水の二段
構えの護岸工事がしてあり､最大に流せる水の量は毎秒4500qEjもあります｡これまでは南北流を合わせても毎秒850qBで'昭和28年の水害の時は'毎秒2600正でした.･このように100年に一度の大雨にも安心な川に生まれ変わりました｡しかし､忘れてならないことは'新しい川を造るために､家や田畑を手放さなければならなかった人たちの協力があったからこそできた川であるということです｡

また､この事業を後世に伝え､
今後も川を大切に守ることは'私たちの董要な役割です｡それとともに､野洲川の恵みを忘れないことも大切ですo

(郷土資料｢野洲川｣より)
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=竹内敬雅住職=

去る5月26日　(土)､立像寺

において､第二十九世住職･竹内敬雅　(けいが)　上人の入寺式が行われました｡

当日は､立像寺総代の小山豊博
氏宅にて仏前礼拝の後､10時45分に同宅を出発し､立像寺まで行列行卸し､立像寺において式典が行われました｡

水保町の皆さん､こんにちは｡私は東京都日野市よりまいりま

した､竹内敬雅と申します｡

今年の四月に､一身上の都合で

師僧の許へ帰られました前住職､山岸観深上人の後を引継ぎ､去る五月二十六日､皆様の多大なるご支援とご助力をいただきながら､無事入寺式を終え､随身山立像寺第二十九世の住職となりました｡

式の二､三日前は'大雨が降り

どうなることかと不安に思っておりましたが'檀家の皆様の総出でのお手伝いをいただいた前日､まだ'関西､日.関東繭教区の.御寺院様方にご出席いただいた式の当日には､素晴らしい晴天に恵まれ､盛大な式を行うことができました｡
これも仏天の御加護と皆様の篤

い信仰の賜物と思い､真に感謝しております｡

私ごととなりますが､幼少より

剣道をしておりました｡道場に通い'最初は見知らぬ人と剣を交わしていく中で､やはり大切な事は挨拶だと感じました｡｢これから戦う相手に一礼Lt　また戦いが済

んで一礼する｣　これだけの車に相手の人間性を知り､コ,,,ユニケ-ションをとる事ができます｡

水保町に来て以来'初めてお会

いする皆様方と挨拶を交わす中で｢素敵な所にきたなぁ｣といつも思っております｡人と人､人と仏が強い縁で結ばれていくのもすべては挨拶をし､語りかけてい-ところから始まります｡皆様との挨拶を欠かさず､これからはずっと水保でお世話になろうと思っておりますので､どうぞよろしくお願いいたします｡　　　　　合掌

多が-ヅダ-薫デル

◎一般の部　6月10日　(日)

亜僻野球放流金
6月24日　(日)'明富中学校

の体育館において愛郷会球技大会が行われました｡

当日は'ビーチバレーやゲート

ボール通し､グランドゴルフやニュースポーツのキンボールが行われました｡キンボールの部では'見た目とは違うかなり激しい運動で､選手全員がいい汗(?)　をかいてt l点を争う好ゲームが続出していました｡

(薪住職プロフィール)氏　名　竹内敬雅(戸籍名･敬)尚身地　東京都日野市東豊田誕生日　昭和49年9一月21日

(26歳)

善生寺住職　竹内　敬覚　徒弟(軽　歴)

平成2年3月平成5.年3月平成5年10月平成5年ュュ月平成ュ6年12月平成1⊥年3月平成⊥⊥年4月平成12年6月平成13年4月

ゝ開成中学校卒業
開成高校　卒業得度僧籍登録法華宗教師

検定試験合格
立正大学卒業権講師法華宗学林

研究科卒業

善生寺　徒弟大講師資格

結果は､次のとおりです

◎ビーチバレーの部
優　勝　西町A準優勝　中町C第三位　中町B

〝　　西町B

◎ゲートボールの部
優　勝　上町　ll点準優勝　中町　10点第三位　西町　1.0点

◎グランドゴルフの部

優　勝　今井　博美　4打準優勝　西村ぬい子　5打第三位　今井　喜彦　5打

◎キンボールの部
優　勝　上町B　48点準優勝　中町A　42点第三位　西町A　40点

6月3日　(日)　から第27回守

山市民スポーツカーニバルが行われました｡

我が水保チームは､ビーチバレ

ー(学童女子の部)　で､優勝をするはか､ソフトボール　(中学生以上の部)　では'決勝戦で木浜との遠野決戦となり､延長の末､見事サヨナラ勝ちをしました｡(ビーチバレー)

中野小林C

(男子)　6月3日

大　門A欲　賀D水　保A

(女子)　6月3

′､

日　水保A `!
) (三位決連戦)

(ソフトボール)

◎中学生以上の部

6月3日　(日)

水　今　大大　杉川

保　宿　曲鳥　江中
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